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総合判定
　関宿・周辺地域にぎわいづくり推進連絡会議を開催し、平成27年度に実施予定の東追分鳥居建替えに伴う「お木曳
き」ついての協議を行い、連絡会議を母体として実行委員会を立ち上げ、お木曳きの開催に向けた協議を進めることが
できた。
　また、関宿スケッチコンクールなど５事業に対して関宿にぎわいづくり補助金を交付し、関宿及び周辺地域のにぎわい
づくりを進めることができた。

Ｂ
まずまず進んだ

　にぎわいづくり補助金については新規事業の申請が少なくなっている。
 平成26年度に実施された事務事業点検制度「ザ・点検～亀山モデル～」において、「補助金の目的・効果が不明瞭」、「補助率が不適
当」といった意見があり、「要改善」の判定を受けたことから、補助制度の見直しが必要である。

　　関宿・周辺地域にぎわいづくり推進連絡会議での話し合いを深め、新たなにぎわい創出に向けた機運を醸成し、関係団体等による
取り組みを促進する。また、にぎわいづくり補助金について、補助率の見直し、補助要件の明確化を行うとともに、根本的な補助制度
見直しを検討する。

事業目的の妥当性： 適切 有効性：

総人件費 1,480
総コスト 3,480

一般財源
再
掲

翌年度への繰越額

前年度からの繰越額

⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

国庫支出金 所要人員 0.20

人
件
費

総人件費 1,480
事業費 2,020 2,000 一般職員人件費 1,480
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年度計画 年度実績
関宿・周辺地域にぎわいづくり推進連絡会議を1回開催した。
関宿・周辺地域にぎわいづくり推進連絡会議を母体に東海道関
宿東鳥居お木曳き実行委員会を立ち上げた。
関宿・周辺地域にぎわいづくり基本方針に則った事業を実施する
5団体に関宿にぎわいづくり補助金を交付し、支援を行った。

事
業
費

計画額 予算額 決算額

県支出金

平均給与額×③

その他 2,020 2,000 受益者負担率 0.0%

②

にぎわいづくり推進事業に取り組んだ団体数 実績値 7 6 5
単位 団体 団体 団体

成
果

①

名称 取り組んだ団体数 計画値

補足

回

補足
取り組むことになったにぎわいづくり推進事業数 実績値 7 6 5

単位 事業 事業

名称 取り組むことになった事業数 計画値

事業
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２４ 年度 ２５ 年度 ２６ 年度

活
動

①

名称 年間開催回数 計画値

補足
関宿・周辺地域にぎわいづくり推進連絡会議の開催 実績値 0 2 1

単位 回 回

基本施策 06:まちづくり観光の推進 款 商工費
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要

対象 関宿及び周辺地域住民と関係団体

　関宿及びその周辺地域においてどのようなにぎわいづくりを進めていくべきであるか、その方向性を定めた「関宿・周辺地域にぎ
わいづくり基本方針」を平成１８年度に策定した。この基本方針における将来像「～関宿の街道文化が育むにぎわいゾーン～香り高
い文化・暮らしから、心の交流が生まれるまち」の実現を目指し、基本方針に沿った事業を推進し、地域、関係団体、行政が連携し
ながら、関係する多様な主体が継続して話し合い、関宿・周辺地域のにぎわいづくりを進める。

Ｈ26(標準事業)

①
基
本
事
項

事業コード 事業名 部名 市民文化部(関支所)

07044-1 関宿・周辺地域にぎわいづくり推進事業 室名 観光振興室

施策の方向 02:まちづくり観光を支える人づくり・グループづくり 項 商工費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 観光費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計


